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Ⅰ．緒言

　臨床検査試薬を用いて、ある生体成分を測定
する場合、その生体成分が単一のものではなく
複数成分の集合であることはしばしばある。たと
えば血清に見いだされる多くの酵素はisozymeの
集合であり、血清中の中性脂肪はtri-glyceride、
di-glyceride、mono-glycerideより構成されている。
一般的にDダイマーと呼ばれる架橋化フィブリン

分解産物（cross-linked fibrin degradation products）
には分子量に多様性が見られる。FDPと呼ばれ
るフィブリン・フィブリノゲン分解産物（fibrin/

fibrinogen degradation products）はDダイマーと、
フィブリノゲン分解産物の総称で、フィブリノゲ
ン分解産物もX、Y、D、E分画など様々な成分か
ら構成されている。
　複数成分の集合を測定した測定値は、各々の
成分の質量濃度の和とは限られた条件でしか一
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致しない。なぜならば複数成分をまとめて測定
した値は、試薬に対する反応性が高い成分が少
量存在する場合、測定値は質量濃度より高くな
るが、逆に試薬に対する反応性が低い成分が大
量にあるがある場合、測定値は質量濃度より低
くなる。本稿では試薬を用いて得た測定値と質
量濃度の関係を再検討し、測定値とは各成分の
〔試薬に対する反応性×質量濃度〕の和であるこ
とを示す。
　平成4年度厚生省特定疾患血液凝固異常症研
究班研究報告書1）にDダイマー測定値がFDP測定
値を上まわる例が示されているが、フィブリノゲ
ンを標準物質とするFDP試薬は、検体中に多く含
まれている高分子Dダイマーに対する反応性がフ
ィブリノゲンよりも低いため、一見矛盾する測定
値が出現するが、この現象が測定値と質量濃度
との関係から理解されることを述べる。

Ⅱ．材料および方法

　FDP試薬、エルピア・FDPは帝国臓器株式会
社（現株式会社LSIメディエンス）製を、Dダ
イマー試薬、エルピアエース　D－Dダイマー 2）

は株式会社ヤトロン（現株式会社LSIメディエ
ンス）製を用いた。エルピア・FDPの標準物質
はフィブリノゲン、エルピアエース　D－Dダ
イマーの標準物質は試験管内で調製した高分子
Dダイマーである3）。測定機器はLPIA100自動分
析機器（三菱化成株式会社）を用いた。
　DダイマーはDD/Eを一単位としたものがN＝
1から6以上連なった（DD/E）Nという構造をも
つことが知られている。本稿ではSephacryl 

S-300を用いたゲル濾過で容易に分離できるN

≧2であるDダイマーを高分子Dダイマー、N=1

であるDダイマーを単にDD/Eと定義した。ま
たフィブリノゲンはFg、フィブリンはFnと略
記した。試験管内調製Fn分解産物（高分子Dダ
イマー、DD/E）、Fg分解産物であるX、Y、D、
E分画は文献4）にしたがって調製した。また各々
の質量濃度（蛋白濃度）は280 nmにおける分子
吸光係数から求めた。各々のFDPの分子モデル、
分子吸光係数をTable 1に示した。

Ⅲ．測定値と質量濃度に関する理論的背景

1．測定値と質量濃度の間の関係式
　質量濃度と測定値の関係を成分数が1の場合、
2以上の場合に分けて考察する。以下総質量濃
度に記号A（アルファ）を、測定値に記号Ω（オ
メガ）を用い、AとΩの関係を調べる。個々の
成分の質量濃度をαであらわす。また適宜添え
字によって何番目の成分のパラメータであるか
を示すこととする（たとえばα1は第一成分の
質量濃度…等）。
・成分数が1である場合
　被検物質と標準物質が同一であることから常
に〔測定値＝質量濃度〕、すなわちA＝Ωが成
りたつ。
・成分数が2である場合
　被検物質の測定系における反応性を表す指
標、反応係数（β）を導入する。被検物質第一
成分の質量濃度がα1である精製品の測定値を
質量濃度α1で割った値β1は、この測定系にお
ける第一成分の反応性を示す指標であり、反応
係数と定義する。β1＞1であれば第一成分の反
応性は標準物質より高く、β1＜1であれば第一
成分の反応性は標準物質より低い。またβ1＝1

であれば第一成分の反応性は標準物質の反応性
と等しい。
　第一成分と第二成分の混合液の測定値Ωは第
一成分による測定値β1＊α1、第二成分による
測定値β2＊α2の和として次のようにあらわさ
れる。
Ω＝β1＊α1＋β2＊α2・・・①
一方総質量濃度Aは
A＝α1＋α2・・・②
である。
二成分系の場合Ω＝Aすなわち、
β1＊α1＋β2＊α2＝α1＋α2

がすべてのα1、α2に対し成り立つのは
（β1－1）＊α1＋（β2－1）＊α2＝0

すなわちβ1＝β2＝1の場合だけである。
　β1≠1またはβ2≠1において限られた、次式
に示されるα1、α2の関係のもとで、
　α1／α2＝－（β2－1）／（β1－1）の時に
Ω＝Aが成り立つ。
・成分数が3以上である場合
　式①、②を一般化すると成分数ｎの測定値Ω
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は
Ω＝β1＊α1＋β2＊α2＋…＋βn＊αn・・・③
総質量濃度Aは
A＝α1＋α2＋…＋αn・・・④
である。
　Ω＝Aがすべてのα1、α2、・・・、αnに対し
成り立つのは
β1＝β2＝…βn＝1・・・⑤
の場合だけである。
　β1≠1またはβ2≠1・・・またはβn≠1にお
いて、限られた条件、たとえばα3＝α4＝…＝
αn＝０で次式に示されるα1、α2の関係のもと
で、
α1／α2＝－（β2－1）／（β1－1）・・・⑥
の時にΩ＝Aが成り立つ。なお、限られたα1

～αnの条件でΩ＝Aが成り立つ例は、IV-3．で
ふれる。
　式③④⑤⑥で成分数ｎにおける測定値と質量
濃度に関する数学的表現はすべて尽くされた。

2．数学的表現に対する補足
1）  すべての成分に対する反応性を等しくする
試薬がひとつの理想だが…

式⑤：β1＝β2＝…βn＝1の示すところは、多
様性のある成分の反応係数がすべて1であれば
どのような検体であっても測定値は質量濃度に
等しくなることにある。例えば血清中乳酸脱水
素 酵 素（lactate NAD dehydrogenase: LD） は、
LD1からLD5まで5つのisozymeから構成されてい
るが、各々のisozymeの疾患特異性が異なるた
め、LD測定目的が、特定の疾患に偏らないよう、
すべてのisozymeができるだけ均等に測定でき
る条件を採用している5）。
　β1＝β2＝…βn＝1が常に成り立つことは魅
力的であるが、特に免疫測定法においては全て
の成分に対する反応性を等しくすることはなか
なか困難である。

2）標準物質に何を用いるか
　式⑤：β1＝β2＝…βn＝1が成りたつ場合、
どの成分を標準物質としても測定値は質量濃度
に等しくなる測定系が作成可能である。
　式⑤が成りたたない場合、検体中にもっとも
多く含まれている成分を標準物質として選択す
る場合がある。例えば中性脂肪の標準物質は

tri-oleinが用いられるが、中性脂肪の90％以上
はtri-glycerideであること、ヒトtri-glycerideの平
均分子量がほぼtri-oleinの分子量に近いという
理由からtri-oleinが中性脂肪の標準物質として
用いられている6）。なお、中性脂肪測定におい
て最終的にglycerolの定量系に導く方法を用い
ている場合、測定単位をモル濃度とすれば、こ
のような質量濃度をめぐる問題からは逃れるこ
とができる。
　入手容易で構造が安定している物質が標準物
質として選択される場合がある。1963年、抗
Fg血清を用いて最初に血清FDP検出の意義を見
出したFerreira7）は参照物質としてFgを用い、
1966年、FDP定量系を作ったMerskey8）は標準
物質としてFgを用いた。抗Fg抗体と反応する
抗原の中で、もっとも入手しやすく構造が決ま
っていたものはFgに他ならなかったからであ
る。因みにFn分解産物であるDダイマーの構造
の詳細が明確になってきたのはFerreira、
Merskeyの仕事の10年後以降である。

3）  各成分に対し反応性の異なる測定系を複数
用いることにより、複数成分の個々の質量
濃度を求めることができる

　Takizawaが開発したLD1～ LD5をそれぞれ測
定する方法について文献9）から引用する。著者
はisozymeの種類と同数（すなわち5個）のトー
タルLD測定系を作成し、さらにそれぞれの測
定系における精製したLD1～ LD5に対する反応
係数をあらかじめ求めた。Ω1～Ω5はこの論文
における5種の測定系における測定値とし、LD1

～ LD5が求めるべき検体中のLDのisozymeの酵
素活性とすると、精製品によって求められた反
応係数から次式が得られた。
Ω1=1.38＊LD1・・・⑦
Ω2=1.40＊LD1+1.00＊LD2・・・⑧
Ω3=1.23＊LD1+1.08＊LD2+0.88＊LD3・・・⑨
Ω4= 1.11＊LD1+1.04＊LD2+0.96＊LD3+0.68＊

LD4・・・⑩
Ω5= 1.00＊LD1+1.00＊LD2+1.00＊LD3+1.00＊

LD4+1.00＊LD5・・・⑪
　この式は未知数LD1～ LD5に関する五元一次
連立方程式である。測定によりΩ1～Ω5が得ら
れれば、方程式⑦～⑪を解くことによりLD1～
LD5が求まる。このように求めたLD1～ LD5の
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活性値は電気泳動を用いた活性染色法で得た
LD isozyme活性と高い相関を示したと報告され
た。このように式③の関係式を未知のα1～αn

までn個の試薬で測定して得た測定値Ω1～Ωn

から個々のα1～αnを求めることが可能であっ
た。
　文献10）は高分子Dダイマーに反応性の高いD

ダイマー試薬（H試薬）と、DD/Eに対し反応
性の高いDダイマー試薬（L試薬）を用いて2つ
の試薬によるDダイマー測定値ΩH、ΩLを求め、
全Dダイマーのうち高分子Dダイマーがどの程
度の割合で含まれているかを示す指標、高分子
Dダイマー比率R（以下Rと記す）が計算でき
ることを述べたものである。高分子Dダイマー
を標準物質に選ぶことにより、H試薬による高
分子DダイマーとDD/Eに対する反応係数はそ
れぞれ1.0および0.1、L試薬による高分子Dダイ
マーとDD/Eに対する反応係数はそれぞれ1.0お
よび3.57であったので、α1、α2をそれぞれ高
分子DダイマーとDD/Eの質量濃度とし、ΩH、
ΩLは次のようにあらわされた。
ΩH=1.0＊α1+0.10＊α2

ΩL=1.0＊α1+3.57＊α2

この方程式を解けば測定値ΩH、ΩLからα1、α2

を求めることができる。R=〔高分子Dダイマー
質量濃度／すべてのDダイマー質量濃度〕とし
て定義すると、高分子Dダイマー質量濃度＝α1、
すべてのDダイマー質量濃度＝α1＋α2である
から
　R=α1／（α1＋α2）・・・⑫
である。Rはα1、α2が求まれば計算でき、H試
薬、L試薬の測定値から多数検体のRを求める
ことが可能となった。
　この節の2例はいずれも式③が未知パラメー
タ数と同数の独立した測定法があれば、すべて
の成分の質量濃度を求めうることを示してい
る。逆に考えれば、多成分系における質量濃度
を求めるのは大変むつかしい問題である。

3．理論的背景――まとめ
　数式を用いずに以上を表現すれば、多成分を
一括して測定する場合、測定値は各成分の〔反
応係数×質量濃度〕の和であらわされる。もし
成分数が1、すなわち標準物質と測定物質がま
ったく一致しているならば〔測定値=質量濃度〕

であるが、成分数が複数であれば、各成分に対
する反応係数が1であるときを除いて測定値と
質量濃度は一致しない。ただし限られた条件で、
測定値と質量濃度が一致する場合がある。
　数学的に、多成分を一括して測定する試薬を
特徴づけているものは、（i）それぞれの成分に
対する反応係数はいくつか、（ii）何が標準物
質として用いられているか（どの成分の反応係
数が1であるか）の二点である。

Ⅳ．応用問題～ FDP 測定値と 
D ダイマー測定値の関係について

1．Dダイマー測定値とFDP測定値の相関
　Fig.1は高橋による試薬エルピア・FDP、エル
ピアエース　D－Dダイマー、自動分析機器
LPIA100を用いて得たFDP値とDダイマー値の
相関を平成4年度厚生省特定疾患血液凝固異常
症研究班研究報告書1）から引用改変したもので
ある。〔Dダイマー測定値／ FDP測定値〕をDD/

FDP比と定義すると、DD/FDP比は患者の凝固
線溶状態を反映すること、したがって両項目同
時測定の有用性が著者によって報告された1），11），

12）。我々もDIC患者血清を用い、異なるDD/FDP

Fig.1 FDP値とDダイマー値相関（文献1）より引用
改変）

 FDP試薬：エルピア・FDP、Dダイマー試薬：
エルピアエース　D－Dダイマー

 y=x は筆者挿入
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比をもつ検体、急性リンパ性白血病患者血清
（DD/FDP比≒1）と前立腺癌患者血清（DD/

FDP比≒0.5）についてゲル濾過法を用いて解
析した13），14）。結果をFig.2－1、2に示した。DD/

FDP比≒1であるFig.2－1の例においてほとんど
のFDPは高分子Dダイマーであることが観察さ
れた。DD/FDP比≒0.5であるFig.2－2の例にお
いてはDダイマーのほとんどは高分子Dダイマ
ーであるがN=1のDD/Eもわずかに観察される
こと、Fg分解産物であるD分画が多く存在する

ことが観察された。この両クロマトグラムの違
い、すなわちFDPを構成する分画の違いはDD/

FDP比に反映され、DD/FDP比は病態把握に有
用な情報をもつことが示唆された。
　Fig.1のグラフの一部の検体においてDD値＞
FDP値（DD/FDP比＞1）である例が見られた。
なぜFDPの部分集合であるDダイマーの測定値
がFDP値を上まわるのか、試薬の試験管内調製
した高分子Dダイマー、DD/Eに対する反応性
から考察した。

Fig.2 DIC患者血清のゲル濾過によるFDPの解析（文献14）より引用改変）
 DIC患者血清のSephacryl S-300によるゲル濾過各フラクションのFDP試薬、Dダイマー試薬による測定

値およびウエスタン・ブロットを示す。図中●はDダイマー値、○はFDP値、・ は280 nmにおける吸光
度を示す。図におけるカッコ内の数字はDダイマーを（DD/E）Nと表現した時のNを示す。

 Fig.2－1．に急性リンパ性白血病患者由来検体（Dダイマー値 468 μg/mL、FDP値 532μg/mL、DD/

FDP比 0.88）の結果を示した。クロマトグラム、ウエスタン・ブロットの結果はこの患者検体のFDP

のほとんどが高分子Dダイマーと考えられることを示した。
 Fig.2－2．に前立腺癌患者由来検体（Dダイマー値 110 μg/mL，FDP値243 μg/mL、DD/FDP比 0.45）

の結果を示した。DD/FDP比が低いこと、D分画（Fr.No.128近傍）が大量に存在することから、患者
は過剰線溶状態にあると考えられる。FDP測定値からDD/E（Fr.No.110近傍）のピークが認められるが、
全Dダイマーのうちで占める割合は小さい。ウエスタン・ブロット図を見ると、低分子量の物質に対
する染色像は、高分子量の物質に対する染色像よりきわめて強く、反応性を論じる視点から見ればウ
エスタン・ブロット法においては低分子物質に対する反応性が高分子物質に対する反応性より高いと
いえる。したがって染色像の強さで定量的判断が困難なことを本図は示している。
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2．  FDP試薬、Dダイマー試薬の各FDP分画に対
する反応性について

　FDP試薬、Dダイマー試薬の各FDP分画に対
する反応性を求めた。まず架橋化Fn分解産物、
Dダイマーについて述べる。ゲル濾過によって
分画したDダイマー各フラクションの280 nmに
おける吸光度、FDP値、Dダイマー値から求め
た各フラクションの反応係数をプロットした
（Fig.3）。さらにFg分解産物から精製したX、Y、
D、E分画、および高分子Dダイマー（Fig.3のN

≧2のフラクションのプール）、DD/E（Fig.3の
N=1のフラクションのプール）のFDP試薬、D

ダイマー試薬による反応係数を求め、結果を
Table 1に示した。
　Fig.3、Table 1はFDP試薬のDダイマーに対す
る反応係数は分子量が小さくなるほど高くなる
こと、Dダイマー試薬は高分子Dダイマーに対
する反応係数が高く、DD/Eに対する反応係数
は極めて低値であることが示された。FDP試薬
のX、Y、D、E分画に対する反応係数は、すべ
てFgの反応係数より高かった（Table 1）。なお、
Table 1には記していないがE分画に対するFDP

試薬の反応係数はE分画10 μg/mL以下では
βE分画=2.9であるが10 μg/mL以上においてプロ
ゾーン領域となり、急激に反応性は低下してゆ
く。高濃度のE分画はFDP測定値にあまり貢献
しなかった。

3．  Dダイマー、Fg分解過程におけるFDP試薬、
Dダイマー試薬の〔測定値／質量濃度〕（Ω
／ A）の推移

　測定値や〔測定値／質量濃度〕は、各成分に
対する反応係数が既知であるならば、各成分の
質量濃度を式③に代入することによりシミュレ
ートでき、測定値と質量濃度の違いを解析する
ことができる。その方法をTable 2で説明する。
Table 2の中でA～ Eはカラム名を示す。カラム
AにそれぞれのFDP分画の質量濃度、カラムB

にFDP試薬の各成分に対する反応係数、カラム
DにDダイマー試薬の各成分に対する反応係数
を入力する。カラムAの総和A8は式④の質量濃
度Aである。カラムC、Eは式③の第i成分のβi*

αiに相当する各成分の各試薬における測定値
で、その総和はC8、E8に示され、各々 FDP測
定値（ΩFDP）、DD測定値（ΩDD）となる。B7、
D1に１が入力されているのはFDP試薬の標準
物質はFg、Dダイマー試薬の標準物質は高分子
Dダイマーであることを示す。
　Dダイマー分画の分解過程における〔FDP測
定値／質量濃度〕、〔Dダイマー測定値／質量濃
度〕を求めるため、高分子Dダイマーとプラス
ミン分解がより進んだDD/Eを10:0、9:1、8:2、
7:3、6:4（それぞれR=1.0、0.9、0.8、0.7、0.6）
で調製した混合品の〔測定値／質量濃度〕（Ω
／ A）をTable 2を用いた方法で計算し、FDP試

Fig.3 ゲル濾過により分画したDダイマーのFDP試薬、Dダイマー試薬に対す
る反応係数

 試験管内で調整したDダイマーをSephacryl‐S300によるゲル濾過で得た
各フラクションの280 nmにおける吸収、FDP値、Dダイマー値を測定し
た。蛋白濃度はεmg/mL=1.81を用いて求め、各フラクションのFDP、Dダ
イマー値を蛋白濃度で割ることによって反応係数を求めた。
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薬による結果を実線で、Dダイマーによる結果
を点線でFig.4－1に示した。Dダイマー試薬の
場合、測定値と質量濃度が等しいのは高分子D

ダイマーとDD/E混合比率10:0（R=1.0）の時、
FDP試薬の場合、測定値と質量濃度が等しいの
はR=0.903の時（Fig.4－1、Table 3－1）であっ
た（このことはIII－1．に記した限られた条件
においてΩ＝Aとなる例である）。またFDP測
定値とDダイマー測定値が等しくなるRは
R=0.94であった（Fig.4－1、Table 3－2）。
　精製したFg分解産物各分画を用い、Fg分解
過程における〔測定値／質量濃度〕（Ω／ A）
の推移を検討した。Fgをプラスミンで分解す
ると、Fg⇒X⇒Y＋D⇒2×D＋Eと分解が進ん
でゆく。Table 1の反応係数、分子量を用い
Table 2を用いた方法によって得た結果を実線に
てFig.4－2に示した。
　FDP試薬はDダイマー分解過程、Fg分解過程
において、同一質量濃度であれば測定値は分解
の進捗につれて大きくなることが示された。一
方Dダイマー試薬は高分子Dダイマーに対し反
応性が高く、分解が進むほど反応性が低くなる
ことが示された。

4．  FDP測定値とDダイマー測定値の関係につ
いて――考察

　FDP試薬の高分子Dダイマーに対する反応係
数は同一質量濃度のFgの反応係数より低かっ
た（Table 1）。仮に高分子Dダイマーの分子量

を1.5×106とすると高分子Dダイマーの分子数
が分子量3.4×105である同一質量濃度のFgの5

分の1（22%）程度になり、分子数不足のゆえ
にFgよりラテックスを凝集させる力が低く、質
量濃度より測定値が低値となると考えられた。
このことはIII‐2－2）で述べた分子数が測定系
の本質をなす中性脂肪測定系と類似していると
考えられる。一方、Fig.4の結果は、FDP試薬が
DダイマーやFgのプラスミン分解が進むほどそ
の質量濃度より大きな測定値を示す試薬である
ことを示した。すなわちFDP試薬は、すべての
成分に等しい反応性をもち、測定値をなるべく
質量濃度に合わせるように設計されたものでは
なく、線溶状態の強さが質量濃度を超えて、よ
り大きく測定値に反映するように設計されたも
のである。この性質が88年度厚生省DIC診断基
準15）を定めることにおいて重要な役割を果たし
てきたFDP試薬の特性である。
　ヒト検体中Dダイマーが高分子であることは
Dダイマー試薬開発時から把握されていたた
め4），10），13），14）、我々はDダイマー試薬の標準物質
にはヒト検体に高頻度で検出される高分子Dダ
イマーを用い、試薬は高分子Dダイマーに反応
性の高くなるように設計した（Table 1）。した
がって、高分子Dダイマー 100％（R=1）の検
体を測定したときにおいて測定値は質量濃度に
一致する。患者検体のRの分布を調べると、患
者検体の95%のRはFig.4－1の＊印にて示した
とおり0.92から1の間に分布することが知ら

Table 1 Dダイマー（高分子Dダイマー、DD/E）、Fg分解産物（X、Y、D、E分画）の、分子モデル、分子量、
280 nmにおける分子吸光係数εmg/mL、FDP試薬、Dダイマー試薬における反応係数
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i）  Aのカラムに任意の質量濃度を入力
ii）  B、DのカラムにはFDP試薬、Dダイマー試薬の各FDPに対する反応係数が入力済み
iii）  CのカラムにA1*B1、A2*B2、・・・A7*B7を計算
iv）  Eのカラムも同様にA1*D1、A2* D 2、・・・A7* D 7を計算
v）  A8、C8、E8に1～ 6までの和を計算すればA8は質量濃度、C8はFDP測定濃度（ΩFDP）、E8はDダイマー測定
濃度（ΩDD）が求まる。

Table 2　質量濃度から測定値をシミュレートする手順

Fig.4 試験管内調製したFDPの測定値／質量濃度（シミュレーション）
 Fig.4－1．高分子DダイマーにDD/Eを順次加えた標品に対するFDP試薬とDダイマー試薬における測定

値／質量濃度。＊で示した部分は実検体の95％が占めるRの範囲である。
 Fig.4－2．フィブリノゲンがプラスミン分解を受け、Fg⇒X分画⇒Y分画とD分画⇒2分子D分画とE分画、

と分解が進んでいったときのFDP試薬における測定値／質量濃度を示す。
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れ10）、この範囲内のR=0.94でFDP測定値とDダ
イマー測定値は等しくなる（Fig.4－1において
R=0.94で実線と点線が交わる）。したがって高
分子Dダイマーに対し反応性がやや弱いFDP試
薬による測定値は、100％高分子Dダイマーで
構成されているような検体ではDダイマー測定
値を下回るが、わずかDD/Eを含む検体（R=0.94）
において両測定値は等しく、さらに線溶が進ん
だ検体ではDD/E やFg分解産物の関与で、FDP

値がDダイマー値を上回るようになる。このこ
とは式③の測定値と質量濃度との関係の把握に
よって、はじめて定量的に理解された。

Ⅴ．結語

　多成分を含む集合体を一括して測定したと
き、測定値と質量濃度の関係につき、再検討し
た。質量濃度の和は個々の成分の質量濃度の和
であり、測定値は個々の成分に対する試薬反応
性×質量濃度の和である。このことは臨床検査
の現場で活用されてきている原理であることに
ついて生化学項目やFDPの例をあげて述べた。
また、このような観点から目前の事象を観察し
ていれば、今まで見落としていた新たな成分や
成分同士の相互反応が見いだされる可能性もあ
ると考え、改めて数学的背景を含めて論じた。

Table 3－1〔FDP測定値＝質量濃度〕となる条件計算。A2に “=1－A1” を入力。A1にRの候補となる数字を順次
入力し、A8、C8が等しくなる値を探す。Table 3－1はその結果で、〔FDP測定値＝質量濃度〕となるRはR=0.903

である。
なお式⑥にβ1＝0.85、β2＝2.4を代入しα2／α1＝0.107を得、それを式⑫に代入しR=0.903を得ることができる。
Table 3－2〔FDP測定値＝Dダイマー測定値〕となる条件計算。A2に “=1－A1” を入力。A1にRの候補となる数
字を順次入力し、C8、E8が等しくなる値を探す。Table 3－2はその結果で、条件を満たすRはR=0.939である。
なおFDP測定値は0.85＊α1+2.4＊α2、Dダイマー測定値は1＊α1+0.1＊α2と表現できるので、α1＝R、α2=1－R、
とおき、両者が等しくなるRを求めるとR=0.939を求めることができる。

Table 3　〔FDP測定値＝質量濃度〕、〔FDP測定値＝Dダイマー測定値〕となるようなRの計算（Fg分解産物は0の
仮定ゆえフィブリノゲン分解産物の欄省略）

1.

2.
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